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今年度の新しい事業！
待ってるニャ～

子猫のミルクボランティア 募集中！

ミルクボランティアとは、動物愛護指導センターに収容された、離乳前の
子猫をご自宅等で一時的に育てていただくボランティアの事です。

～山梨県子猫の一時飼養ボランティア確保事業～

山梨県動物愛護指導センター

山梨県では、子猫の譲渡を推進するた
め、動物愛護指導センターに収容された
離乳前の子猫をご自宅等で一時的に育て
ていただくミルクボランティアを募集し
ています。

子猫が概ね２ヶ月齢（ドライフードを
十分に食べられる）程度になるまで、授
乳、排泄の補助、健康観察等の記録を依
頼します。

育成に必要な物品（ミルク、哺乳瓶、
フード、ペットシーツ等）は山梨県が用
意します。

【ミルクボランティア登録の主な要件】

• 山梨県内に居住している原則20歳以上の方

• 同居する家族全員の同意を得られる方

• 子猫を適正に飼養できる環境があり、近隣
に悪影響を及ぼす恐れがないこと

• 持家以外の場合は、貸主等の了承を得てい
ること

• 既に猫を飼っている場合、先住猫と隔離で
きるスペースがあること

• 先住猫は屋内飼養で３種以上の混合ワクチ
ンを接種していること

• ミルクボランティア説明会に参加できる方

• 動物愛護指導センターにおいて子猫の受け
渡し及び返還が可能な方

【お問い合わせ・申し込み先】

山梨県動物愛護指導センター
〒４００－０８２４

山梨県中央市乙黒１０８３
TEL：０５５－２７３－５０３４
受付時間：9時～１７時（土日祝日除く）

※電話によりお問い合わせをお願いします。

検索山梨 ミルクボランティア

預かっていただく動物

山梨県動物愛護指導センターに収容された
離乳前の子猫

一時預かりの期間

おおむね２ヶ月齢になるまで
（固形フードを十分に食べられるようにな
る頃まで）

活動内容

・授乳（１日６～８回、３～４時間おき）
・離乳食等の給餌
・排泄の補助
・健康観察等の記録
・人への馴化

登録の手続き

１ センターに電話申し込み
２ 説明会に参加
３ 登録申請書の提出
４ 面接・書類審査
５ 飼養環境調査
６ 登録完了

一時預かりの手続き

１ センターから一時預かりを依頼
２ センターにて子猫の受け渡し
３ 子猫の育成
４ センターに子猫を返還

YBSテレビ・FM富士
・読売新聞

これまで、1８名（２月現在）のミルクボランティアさんのご協力をいただき、たくさんの小さな
命を救う事ができ、新しい飼い主へとつなぎました。
まだまだ、ミルクボランティアの登録が足りない状況です。
一人でも多くの方のご協力をお願いします。

◎メディアにも取り上げていただき募集に努めています。

｢YBSワイドニュース｣（８月１１日放送）より



動物愛護図画 コンクール作品展示

パネル展示

バックヤードツアー
子供向け体験型施設見学を行いました。

パネル展示
• 犬猫の譲渡・殺処分の推移
• 適切な飼い方
• 災害対策
• 地域猫対策
• 動物愛護推進員・動物愛護団体の活動内容

施設見学

内 容

獣医師体験
トリマー体験
散歩・餌やり体験
マイクロチップ読み取り体験

参加者からの感想（抜粋）
・本当に来て良かったです。良いことも悪いこと
もしっかり勉強でき、犬を飼う責任の大きさを実
感出来ました。（甲府市在住）
・動物の為に日々努力し、活動している姿に感動
した。少しでも力になりたいと思いボランティア
などにも参加しようと思う。（北杜市在住）
・スタッフの皆さんがとても丁寧な対応をして下
さりました。（甲斐市在住）

動物愛護指導センター

山梨県立図書館

夏休み親子ふれあい教室

県立高校 放送部
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今年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、例年開催している動物愛護デーが中止とな
り、８～９月の２ヶ月間、密を避け動物愛護キャンペーンを開催しました。
キャンペーンでは子供向け体験型施設見学（バックヤードツアー）を行い、来所した方々にセン

ターの事業の一部に触れていただきました。
また県立図書館と連携し地域猫や犬や猫の殺処分問題、ペットの飼い方に関する資料の展示を行

いました。
複数のメディアや県立高校放送部の方々にも注目していただきました。

動物愛護キャンペーンを実施しました！


